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参加報告資料 

0. 報告日：2012 年 8 月 18 日（金） 

1.参加期間と場所：2012 年 7 月 30 日（月）～8 月 4 日（土）、大韓民国・釜山大学 

2.申請者と所属チーム（10.5pt、日本語：MS 明朝、数字英字：Times new roman） 

資
料
作
成
者 

（所属、学年） 

所
属
チ
ー
ム 

（所属チーム名称） 

 

 

大分大学大学院工学研究科 

建設工学専攻博士前期課程 1 年 

 C1_JO5 

（構成員氏名、大学、学年）※自身を含む全員 

（氏名）  Naoki AOYAGI、大分大学、M1 

Shinji HATANAKA、大分大学、M1 

Kazuki MIYOSHI、九州大学、M1 
 青柳 直希 

3.感想と今後の抱負（日本語で記述 MS 明朝 10.5pt） 

今回のワークショップは短い期間で他大学の学生とチームを組んで作品を制作すること、

また運営に関することや発表、レクチャー、先生方からのアドバイス等全て英語でのやり

取りという点で大変苦労した。作品制作に関しては、初対面の学生と一緒に設計をすると

いう機会は今までなかったので、初めは不安であった。しかし、意思疎通の方法が英語と

いう環境下では、日本語で議論できるという安心感があり、日本よりもスムーズな交友関

係を築くことが出来たと思う。それにより、短期間での設計ではあったが、メンバー３人

の意見が反映された作品に仕上がった。グループ内での意見交換では、同じ東アジアでは

あるが、テーマに対するそれぞれの国で考え方が異なり、日本の学生同士で設計している

だけでは得られない経験をすることができた。また、海外の方から自分の考え方にアドバ

イスを頂くことも初めてであり、大変参考になった。海外の学生との交流に関しては、中

国、韓国学生の英語力に圧倒されつつも、身振り手振り、またわからない単語はその場で

調べる等して、コミュニケーションを図ることができた。特に形式的な英語だけでなく、

口語的な英語に関して沢山学ぶことが出来た。これは直接海外に行って英語で実際に会話

することでしかなかなか学ぶことがないと思う。今後の抱負としては、やはり英語力をも

っと身に付けることである。今回のレクチャーも全て理解することができず。また述べた

いことが明確に伝えることができなかったからである。そのためには短期的な英語の学習

ではなく、常に英語に触れていかなければいけないと感じた。また限られた時間のなかで 

作品を完成させるためには 3DCAD等の技術向上、作業速度のアップも必要だと感じた。 

4. 提案作品（日本語で記述 MS 明朝 10.5pt、タイトルは英語：Times new roman 12pt Bold） 

タ
イ
ト
ル 

In to the valley 
概
要 

対象敷地のミルキーバレーは、豊かな自然が保全されている

が、その中に人々は入ることは少ない。そこで私たちは現在

橋が存在する場所にフォリーを作ることで、人々の流れを敷

地内に広げる計画を行う。また Tao という概念を自然と調和

することと考える。手法は、二枚のスラブを陰と陽と定義し、

切り込みを入れ、双方を交合わせる。結果、新たな空間を創

出し、自然を感じながら様々な行為が生まれる場所となる。 
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5. 提案作品のパネル（拡張メタファイル等で貼付け、横置き作品は本紙左側を作品上部） 

 

 


